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＜患者様連絡事項＞

・中川原　新一様～療養環境変更の為、南病棟Cユニットへ転出となっている。

・本田　英之様～風邪症状継続している事からPL顆粒が2日分継続となっている。

・三浦　久司様～風邪症状見られない事からPL顆粒止めとなっている。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察を行っている。午前の開放時

は「病気じゃない事を証明したい」と話す事や特定女性スタッフへの執着した発言聞かれているが行動化は見られず。引き続き、精神症状の観察を行い、安全な療養が送れるよう対面看護行っていく。

・池野　功一様～身体拘束中。点滴実施の際、拒否的となっているが、足へ実施しトラブルなし。介助で入浴するが、移動時、立位保持できない状態。食事はむせ込み無く摂取できている為、明日、形態変更等について指示受けしていく事とする。引き続き、精神症状の観察を行い、ADL低下を防止するようケア行っていく。

・坂本　俊明様～身体拘束中。点滴のため上肢拘束時に「拘束外せー」と叫ばれているも

拒否・抵抗は見られず。引き続き、認知症状の観察と肺炎に伴う症状観

察とケアを継続していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・土屋　由貴子様～妄想・神発言は聞かれず。スタッフとの交流あるもそれ以外は自室で

臥床して過ごされている。

・聖前　偉三郎～便に関する発言あるも、排便後は訴え聞かれず。帰宅要求の訴えは聞か

れないも、静かに過ごされている。引き続き、認知症症状の観察を行い、帰宅要求あるため、所在の確認を行っていく。

・嶋守　京子様～食事摂取量の少なさ見られている。朝はヨーグルトのみで昼は1/2摂取

できている。活気のなさは続いており、明日より、アナフラニールを増量していく事としている。

・小舘　アツ子様～昨日、下痢の訴えから服薬拒否あり。本日食欲なく各食1/3程度であ

る。下痢も続いていると言われ臥床、幻覚等の訴えは聞かれず。

・藤井　孝蔵様～食事は全量摂取できている。妄想発言はあるも、過度となる事は無い。点滴のライン弄りがあり、見守り、介入を要している。

＜馬渡Dr診察＞

・坂本　恵様～オランザピン10mg→12.5mgへ増薬し、他の内容は変更無く7日分処方となる。幻聴についてはオランザピン増量後より減ってきているとの話し聞かれている。

・寺地　啓喜様～日中の幻聴は依然としてあるも、頻度は少なくなってきていると話され

ている。クエチアピンが止めとなり、オランザピン5mg→10mgに増量となっており、他は内容変更なく7日分処方となる。

・附田　カチ様～依然として、ケア時の拒否、抵抗見られているが、頻度は減ってきている夜間の睡眠は取れている。処方は変更なく7日分処方となる。

・新町　徳雄様～本日の胸部X－P結果、誤嚥性肺炎を疑い、身体的治療を続けていく事とする。処方変更あり、デパケンシロップ6ml→9mlへ増量となり、抑肝散はむせ込み強く中止となる。

